
☆ジャンル総合評価

☆公民館運営審議委員意見
委員① ★ジャンルについて

　公民館の支援があることで、市民の各種団体の活動がしやすくなり、公民館を利用する団体にとって、欠かせないジャンルと思います。

★事例発表の事業について
　志津公民館を利用する団体の交流をはかるとともに、地域の人々の交流の中心となる事業と思いました。地域の名物となっていると思いました。
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委員② ★ジャンルについて
　団体が自主的、継続的に活動していくことを支援することは地域作りに寄与する。

★事例発表の事業について
　実行委員会をはじめグループ化、組織化されていて、自主的かつ主体的に活動できるシステムができておりよい。
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総合評価

Ａ

　 成　果

　事業規模 各団体に援助を行うことにより、団体の運営がスムーズにできた。
第43回志津公民館祭については、新公民館になって初めての公民館祭であり多くの来館者があった。サークル運営研修会や
調理室懇談会は新公民館になって利用サークルが激増している中では欠かせないものとなっている。JLCについては、援助を
行うことでクラブ員以外の地域の子たちへのイベントも開催している。　Ａ：適切で成果が得られている。

ジャンル 団体育成

事例発表の事業 第43回志津公民館祭

　Ｂ：課題あり、成果が得られている。

　Ｃ：課題あり、成果があまりない。 課　題

　Ｄ：成果が得られていない。 サークル運営研修会では研修会後に避難訓練を行っているが、効率的な避難となっていない部分が見受けられる。利用者の
安全確保の為にも関係機関と連携を密にとり利用者の安全確保に努めたい。また、調理室懇談会に於いても訓練の実施を取
り入れたい。

　Ｅ：現段階では判断できない。

点検 点検しての課題と展望策

各団体ともイベントや事業を行っており、多くの方が参加できるようにイベント内容のさらなる充実を図る。

改善 次年度への課題と展望策 Ｂ

　Ａ：事業拡大。 　Ｄ：目的達成により終了。

　Ｂ：現状規模での継続。 　Ｅ：統合・改善・その他

　Ｃ：事業縮小。 　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

実施 実施しての課題と解決策 Ｂ

　Ａ：各個別事業の想定課題の解決は進んだ。 Ｃ：各個別事業の想定課題とは別の課題が出た。

　Ｂ：各個別事業の想定課題は解決はまあ進んだ。 　　　ⅰ：別の方向に進めた。

　　　ⅱ：そのまま進めた。

⑧ 公民館園芸ボランティア団体への支援 花の輪（志津公民館自主サークル）と連携・協力し、志津市民プラザの環境美化整備事業を推進する。

① 第43回志津公民館祭
公民館利用サークルや団体等が一堂に会して、相互交流を図りながら日頃の学習・活動の成果を発表し、地域住民
との交流を図る。

② サークル運営研修会 サークル活動の意義、運営のあり方を学び、自主性を高め地域活動につなげる。

⑤

③ 調理室利用サークル懇談会 調理室の効果的な活用と適正な運営・衛生管理の向上を考え、懇談を通してサークル間の交流を図る。

④ 市子連事務 佐倉市子ども会育成連盟（主管課は、児童青少年課）と連携し、各種事業の広報と各子ども会活動の支援する。

志津ジュニア・リーダース・クラブ(志津JLC)事務
佐倉市子ども会育成連盟（主管課は、児童青少年課）と連携し、志津ジュニア・リーダース・クラブ主催クリスマス事業
の広報と青少年事業の支援をする。

⑥ 志津地区社会教育関係団体への援助 志津地区青少年育成住民会議（主管課は、児童青少年課）と連携・協力し、青少年健全育成事業の支援をする。

平成28年度

館の運営方針
佐倉市立公民館運営の基本理念を踏まえ、地域の実態や動向に立脚し、住民の自主活動を育て援助しつつ郷土づくりの意識を一層高める。
また、各人の生活課題をみつめ、生涯学習の場としての適切な運営に努める。

⑦ 相談・カウンセリング等の支援事業 芦の会（カウンセリングのサークル）と連携・協力し、相談事業の支援をする。

ジャンルの目標

社会教育団体等が自主的、継続的に活動ができるよう資料の提供や連絡調整などの援助を行うことにより、地域づくりに寄与することを目標とする。

☆個別事業評価一覧

№ 事業名 事業の内容

志津公民館　事業評価　（ジャンル：団体育成）

個別事業における、ねらい・運営方法・学習テーマ・対象者・講師・資料・広報等、事業全般

企画 企画段階での課題と解決策 Ａ

　Ａ：各個別事業の想定課題は正しかった。 Ｃ：個別事業の想定課題が違っていたところがある。

　Ｂ：各個別事業の想定課題はまあ正しかった。 　　　ⅰ：途中で変更した。

　　　ⅱ：そのまま進めた。



委員⑨ ★ジャンルについて
　志津公民館の団体育成事業は、旧公民館でも活発であったと思うが、志津市民プラザにかわったことによる効果はかなり大きく、１２０ものサークルや団
体との関わりを持っている事について大いに評価したい。

★事例発表の事業について
　市民プラザでの初めての「公民館際」とのことで、複合施設ということもあり大規模な事業だったと思うが、数々の調整で工夫された事が伝わった。この事
業の一番の評価したいところは、実行委員会形式で行われており、地域の方と公民館職員との連携がよくできている点である。
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委員⑤ ★ジャンルについて
　複合施設であり、駅も近く利用者が多いので参加者が多い。公民館祭開催により地域の多くの人々を学習活動へ誘う事には大きな力になっている。

★事例発表の事業について
　実行委員会を設ける事により、参加グループ・団体の自主性と皆で作り上げるという事ができたと思う。また、活動の成果の発表では夫々工夫がこらされ
ており、来場者の興味を十分ひきつける事ができたと思う。外の会場はもう少し来場者が留まる仕掛けが必要。
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委員⑧ ★ジャンルについて
　各種団体に援助を行うことにより、団体の運営がスムーズに展開していることは喜ばしいことである。
　志津ジュニア・リーダース・クラブ事務はＪＬＣと連携・協力して、志津地区の子どもへの活動の場を提供し青少年育成を図っており、今後も継続して支援す
ることを期待します。

★事例発表の事業について
　新公民館になって初めての公民館祭であるが、歴史は古く今回は４３回目となる。開催には、志津公民館利用者のサークルや団体等が一堂に会し、相互
交流を図り、併せて地域の住民との交流を深めるものである。開催の準備には、実行委員会の組織をつくり、５つの活動グループに分け、お祭りの対応を
図られたことにより例年の倍の５，０００人以上の来場者で振わいを見せたことは、地域住民との交流や学習・地域活動の啓発が図られたものと考えられ、
大成功であったと思います。今後も継続を望みます。
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委員⑥ ★ジャンルについて
　地区社協やまちづくり協議会、自治会・町内会による地域活動があります。そして、多くの社会教育団体が地域づくりに参画し、その活動は住みよいまち
づくりのためには欠くことのできないものとなっています。公民館による事務的支援、連携支援はその活動を支えていく重要な事業となっています。市の組
織改革によって、子ども会関係・ジュニアリーダースクラブ・青少年育成住民会議関係事務等が社会教育部門から青少年育成部門に所管替えとなって久し
く、特にその分野の活動そのものの支援には公民館が直接的な関わりは薄くなってきているのではないかと思いますが、情報発信などによる連携・支援に
より活動を支え行くという役割は、市民のまちづくりへの参画という面からも、より一層期待されていると思います。
　その集約の場が志津公民館祭なのかも知れないと思います。参加団体により運営されているこの祭りも43回を数えていることに、改めて敬意を表したい
と思います。活動について発表の場があるということは、活動している者にとって励みにもなり、また活動を広く市民に伝え、共感する方を輪の中に取り込ん
でいける場にもなるものと思います。途切れることなく継続開催されることを強く望むものです。

★事例発表の事業について
　新公民館（複合施設）が駅前に整備されて初めての公民館祭は、準備を含め様々なご苦労があったかと思いますが、来館者が倍以上になったことは、立
地の良さもさることながら、公民館活動の積み重ねが最大の要因であると思います。そして新しい住民との交流の場となったことも大きな成果であったと思
います。複合施設である児童センターが公民館祭に合わせた事業展開を図ったということも成果であったと思いますが、同じような地域活動団体とも連携し
ている図書館（分館）とも連携が図られることを期待しています。第２会場？である西志津ふれあいセンターは志津図書館との複合施設です。平成７年から
会場として利用されていますが、図書館とはどのような連携がなされているのか気になるところです。
　いずれにしても、西部ふれあいセンターとの２会場運営ということも定着し、志津地区独自の文化祭的な様相も呈していると思います。公民館祭として枠を
設定してしまうのか、将来的には様々な展開の可能性や課題もあると思いますが、一層の住民参加、継続開催を期待しています。
　成果確認として満足度調査、アンケートなどは実施されているのでしょうか。「来館者」の声を聞いてみたいと思います。同様に、参加団体の評価はどのよ
うに行われているのか、内容を含めて確認してみたいところです。
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委員⑦ ★ジャンルについて
　「サークル運営研修会」の対象が196団体とあり、公民館利用団体の多さに驚きました。市民の学習・活動の場としてふさわしい施設になっていると感じま
した。
　たくさんのサークルが利用する場所で、特に調理室での常の衛生管理と正しい備品の使い方については、利用団体が統一された見解を持たなければな
らないと思います。事故なく気持ちよく利用できるようご指導願います。

★事例発表の事業について
　119団が参加、新公民館で初めての公民館祭でそれぞれノウハウは持っていても準備や調整にご苦労があったかと思います。
　終了後、サークルへの問い合わせが増えたとの事、チラシやＨＰ等の媒体が成果をあげているとは言え、やはり実際に活動している姿を見ていただくのが
一番効果的だと思いました。
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委員④ ★ジャンルについて
　団体との折衝など大変だとは思いますが、今後の活動も期待します。

★事例発表の事業について
　公民館職員のかたもサークルのかたの発表・活動もとても良くて、頑張ってくださってる事がわかりました。総
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委員③ ★ジャンルについて
　志津公民館祭、志津地区の文化の祭典としてとてもよい事業です。防災の啓発もあり、今後も発展させていただきたいと思います。子どもから成人、高年
齢の方々までまんべんなく育成されておりとてもよいと思います。

★事例発表の事業について
　地域の人口が多いので大変かと思いますが、さらに充実するようにお願いできればと思います。
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委員⑮ ★ジャンルについて
　多くの団体を育成することの難しさがあるが、地域密着の事業が多いため公民館の役割は大きい。カウンセリング事業が終了したことは惜しまれるが、公
民館と社会団体等が地域づくりを行うことに必要不可欠である。

★事例発表の事業について
　地域のグループをまとめて開くことの大変さが報告の中で伝わってきた。規模が大きい事は、関係者の苦労も多い事である。参加団体は減っているが、来
場者が増えていることは、関係者の努力のたまものである。発表にもあったが、来場者のアンケートを是非実施し、結果を公表して欲しい。総
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委員⑪ ★ジャンルについて
　団体育成事業は、公民館利用サークルや団体などが相互交流を図りながら、それぞれの日ごろの学習活動の成果を発表することで、地域の人々との親
睦を図る事を目指している。
　新しく出来た志津市民プラザの施設を介し、公民館としての事業の成果を上げている。

★事例発表の事業について
　志津公民館祭について,今年で４３回目を数え来訪者も増えていますが,　市民プラザは京成志津駅からも近くて他の地域からの住民にも気軽に行き易い
所に在ります。
　「しづこうみんかんだより」や「広報さくら」「地域新聞」等で開催のＰＲを内容を含めて案内して貰いたいと思います。
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委員⑬ ★ジャンルについて
　多くのサークルが一年間の学習・活動を３日間に渡って発表するのは、その成果が充実していて今後も継続して欲しい。
　天候もおだやかな日が続き、来場者も満足されたと思います。

★事例発表の事業について
　３回間（前日の準備）含めて４日間、公民館祭の受付の責任者を仰せつかりました。うまくまとめて発表されたと思います。園芸の製品が（安い）早く売り切
れたので、もう少し多く販売して欲しかったとの声も聞きました。総
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委員⑭ ★ジャンルについて
　新しい「志津市民プラザ」の中に公民館が移転したことにより、現在関心がもたれている要素が少なくないと思われるが、これを機に、志津地区ばかりでは
なく、周辺地域を巻き込んだ佐倉市の地域活動の拠点として活性化することを期待したい。

★事例発表の事業について
　このような公民館祭の一環行事として、地域の防災訓練を定期的に実施することを加えることを考えてもよい。
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委員⑫ ★ジャンルについて
　いろいろな団体になされる援助がそれぞれ適切になされていると思われる。
　運営研修会後に避難訓練を実施されていることを知って感心した。

★事例発表の事業について
　実行委員会の構成、展開にもきちんとした組織と歴史を感じた。素晴らしいと思う。
　活動に明るさと活力を感じて感心した。総
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委員⑩ ★ジャンルについて
　公民館祭をはじめ、８つの事業が開設されており、それぞれの事業と連携・協力され、また支援され運営されていることが良く理解できます。

★事例発表の事業について
　公民館祭も４３回目を迎え、新設なった「志津市民プラザ」での初めての開催で、、来場者数が前回より２倍強だったことを考えると、大盛況だったことがう
かがえます。参加団体の関係者に係わらず、地域住民にとっても一大イベントとなっている公民館祭の更なる発展を期待します。
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